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客
家
風
水
の
表
象
と
実
践
知

広
東
省
梅
州
市

に
お
け
る
囲
龍
屋

の
事
例
か
ら

河

合
　
洋

尚

一　

は
じ
め
に

衡

　

十

三
億

以
上

の
人

口
を
抱

え

る
中

国

に
お

い

て
、

漢

民
族

は
九

ニ
パ

ー

セ

ン
ト
も

の
割
合

を
占

め

る

マ
ジ

ョ
リ

テ

ィ
で
あ

る
。

し
か

し
、
同

じ
漢

民
族

と

い

っ
て
も
、

民
族

の
言

語

や
慣
習

は

必
ず

し
も

同
じ

で
は

な

い
。
漢

民
族

に
は
異

な

っ
た
言

語
や

慣
習

を
も

つ
サ
ブ

・
エ
ス

ニ
ッ

ク

・
グ

ル
ー

プ

が
多

数
存

在

す

る
。
本

稿

で
扱
う

客

家

は
ま

さ

に

そ

の
よ

う

な
漢

民
族

の

一
つ
で
あ

る
。

客
家

は
、
主

に
中

国

南

部

に
居
住

し
、

漢
民

族

で
も
独

特

の
言
語

や
慣

習
を

も

つ
と

い
わ

れ
る
。

な

か

で
も
客

家

に
特

に
顕
著

で
あ

る

の
は
、
彼

ら

の
根
源

意
識

で
あ

ろ
う

。
大

多

数

の
客
家

は
、
自

ら

の

ル
ー
ツ
が

「中

原
」

と
呼

ば

れ
る
古

代

王
朝

の
所

在
地

(現
在

の
河
南
省

・
陳
西
省

一
帯
)
に
あ

る

と
す

る
意

識

を
強

く
抱

い
て

い
る
。

　

筆

者

は
、

か
よ
う

な
客

家

の
集
住

地

と
し

て
知

ら

れ
る
広

東
省
梅

州

市

に

て
、

二
〇
〇

四
年

十

一
月

か
ら

二
〇

〇
六
年

二
月
ま

で
、

客
家
風

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　ユ
　

水

に
関

す
る
現

地
調

査

を

お
こ
な

っ
て
き
た
。

中

国

に
お
け

る
客
家

民

俗

の
研
究

に
お

い
て
、

風
水

は
現

在
、

最

も
研
究

蓄
積

の
あ

る
分
野

の

一
つ
で
あ

る
。

早
く

は

一
九

三
〇
年

代

に
客
家

風

水

へ
言
及

が
な

さ

れ

て

い
る
ほ

か
、

一
九
九

〇
年

代
後

半

以
降

は
、
客

家

の
風
水

を

テ

ー

マ
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と
し

た
論

考
が

中

国

で
大

量

に
公
表

さ

れ

て

い
る
。

　

本

稿

の
目
的

は
、

こ
れ
ら

の
先
行

研
究

を

整

理
し

た
う

え

で
、

梅

州
市

に
お
け

る
事
例

研
究

か
ら
、

客
家

風
水

の
表

象

と
実
践

知

に

つ

い
て

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
　

考

察

す

る
こ

と

に
あ

る
。

と

り
わ

け
本

稿

で

は
、
客

家

古
建

築

で
あ

る
囲

龍

屋

〈
い
り

ゅ
う

お
く
〉

の
風

水

に
着

目

し

て

い
き

た

い
。

理
論

的

に
は
、
ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム

の
影
響

を

受

け

て
人

類
学

で
も

注
目

を

集

め

つ

つ
あ

る

「空

間

(ω冨

8

Y
場

所

(覧
鋤
8
ω
)」

論

を
参

考

に
し

つ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
(3
)

つ
、

議
論

を
展

開

し

て

い
く

こ

と

に
す

る
。

二
　
客
家
風
水
に
関
す
る
研
究
史
と
そ
の
政
治
表
象

　

1
　

調
査

地

域

の
概
況

　

梅

州
市

は
、
広

東

省

の
東

北

部

に
位

置

す

る
行

政
単

位

で
あ

り
、
梅

江

区

(都
市
部
)
、
梅

県

、
蕉

嶺

県
、

大

哺

県
、

豊

順

県
、

五
華

県

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　る
　

平
遥

県
、

興
寧

市

と

い
う

八

つ
の
地

区

を
管

轄

し

て

い
る
。
西

北
部

は
江

西
省

鞍

州
市

と
、
東

北

部

は
福

建

省
龍

岩
市

と
、

そ

し

て
南

部

は
潮

州
市

、

西
部

は
河
源

市

と
接

し

て

い
る

(図
1
参
照
)。

梅

州
市

の
人

口

は
約

四

九
〇

万

人

で
あ

り
、

そ

の
九

九

パ

ー

セ

ン
ト
以

上

は
客

家

で

占

め
ら

れ

て

い
る

と
さ

れ

る

[梅
州
統
計
年
鑑
　
二
〇

〇
四

"
二
九
]
。

そ

の

た
め
、

梅

州
市

は
中

国

で
は

数
少

な

い

「
純
客

家

地

区
」

と

し

て

知
ら

れ

て

い
る
。

ま
た
梅

州
市

は
、

香

港
、

マ
カ
オ
、

台

湾
、

お
よ

び
世

界

六
三

力
国

に
華
僑

を

輩
出

し

て
お

り
、

そ

の
う
ち
、

香

港

に
は
約

二
六
三

万
人
、

マ
カ

オ

に
は
約

二
万
人

、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

に
は
約
六

五

万
人
、

タ

イ

に
は
約

六

三
万

人
、

マ
レ
ー

シ
ア

に
は
約

三

八
万
人

の
梅

州
籍

華
僑

が

い
る

[梅
州
市
華
僑
志
編
輯
委
員
会
　

二
〇
〇

一
"
二
三
]
。

　

梅

州
市

は
、

地

理
的

に
は
山
岳
地

帯

に
位

置

し

て
お
り

、
交

通

の
不
便

さ
な
ど

の
要

因

か
ら
貧

困

な
地
区

で
あ
り
続

け

た
。

そ
れ

ゆ
え
、

清

の
時

代

に

は
客
家

の
女

性
が

纏
足

を

せ
ず
体

力
労

働

に
従

事

し

て
き
た

こ

と
は
、

あ

ま
り

に
も
有

名

で
あ

る
。

改
革

・
開
放

政
策

が
実

施

さ

れ

た
直

後

の

一
九

八
〇
年
代

に
お

い
て
も

、
梅

州
市

は
広

東

省

で
突
出

し

て
貧

困

な
地

区

で
あ

っ
た

[
ヴ
ォ
ー
ゲ

ル
　

一
九
九

一

二
一=

六
-
三

二

一
]。

一
九

八
四
年

に
中

央
政

府
が

山
間

地
域

援
助

計

画

を
推

進

し

て

か
ら

梅

州
市

の
生

活

水

準

は
向

上

し
た

も

の

の
、
今

で
も
梅

州

市

は
広

東
省

に
お

い
て
最

も
経

済

力

の
低

い
地

区

の

一
つ
と
な

っ
て

い
る

[広
東
統
計
年
鑑
　

二
〇
〇
六

"
=

九
]
。

こ
う

し
た

事
情

に
よ

り
、
梅

州

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

(5
)

市

は
、
開

発

に
お

い
て
香
港

や
東
南

ア
ジ

ア
な

ど

の
華
僑

の
投

資

に
依
存

せ
ざ

る
を
得

な

い
状
況

と

な

っ
て

い
る
。



67　 　客家風水の表象と実践知

北京

天津

陳
西
省

威陽
西安

洛陽

中原地帯

開封

河南省 上海

江西省

福建省

鞍州 石壁村
石城

三僚村 龍岩
台

ベ トナ ム マ カ オ

河源

広州

梅 州 、

潮州

香港

湾

広東省

海南島

図1中 国地図



紹

　
さ
ら
に
、
梅
州
市
政
府
は
近
年
、
隣
接
す
る
江
西
省
鞍
州
市
、
福
建
省
龍
岩
市
と
技
術
的

・
文
化
的
な
交
流
を
促
進
し
て
い
る
。

一
般
的
な

歴
史
に
お
い
て
は
、
客
家
は
中
原
か
ら
の
南
下
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
鞭
州
市
に
、
次
に
石
壁
村
を
経
由
し
て
か
ら
龍
岩
市
に
辿
り
着
き
、
最

後
に
梅
州
市
に
到
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
政
府
は
近
年
、
鞭
州
市
を

「客
家

の
ゆ
り
か
ご
」、
龍
岩
市
を

「客
家
の
生
育

地
」、
梅
州
市
を

「客
家
の
形
成
地
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
市
を
結
ん
だ
山
岳
の
三
角
地
帯
を

「客
家
の
故
郷
」
と
し
て
宣
伝

し
て
い
る
。

　

2
　

客
家

学

に
よ

る
客

家
風

水

の
先
行

研
究

　
風

水

と
は
、

「
堪
與

術

」

と
も
呼

ば

れ
る
環

境
選

択

の
術

で
あ

る
。

ま

ず
、

風
水

の
基

本
的

思

考

は
、

環
境

の
良

し

悪

し

が
人

間

の
命

運

を

左
右

す

る
と

す
る
、

「
自

然
」

と

「
文
化

」

を
不

可
分

に
考

え

る
環
境

観

に
あ

る
。

す
な

わ

ち
、

あ

る
者

を

と
り

ま

く
自

然

環
境

お
よ
び

人

工

環
境

(た
と
え
ば
墓
、
住
宅
、
村
落
)

の
配
置

や

形
状

が
良

け

れ
ば
彼

/
彼

女

の
命
運

は
良

く

な

る
し
、

悪

け
れ
ば

彼
/

彼
女

の
命

運

は
悪

く

な

る

と

い
う

の
が
風
水

の

一
般
的

な
基

本

思
考

で
あ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　

　
中

国

で

は
、

か
よ
う

な
適

切
な

環
境

を
選

ぶ

た
め

の
術

法

は
、
紀

元
前

よ

り
中
原

地
帯

に
お

い
て
編

み
出

さ

れ
て
き

た

と
さ
れ

る
。

風
水

の

術

は
、

紀

元
前

か
ら
唐

代

に
至

る
ま

で
は

中

原

に

お

い
て
官

僚

の
み

が

使

う

王
朝

の
秘

術

で
あ

っ
た
が

、
唐

代

の
末

期

(九
世
紀
)

に
な

る

と
、

戦

火
を
逃

れ

て
南
遷

し

た

一
人

の
官
僚

に
よ

っ
て
風
水

術

が
民

間

に
伝

え
ら

れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ
の
官

僚

の
名

は
楊
笏

松

〈
よ
う

い

ん
し

ょ
う
〉

と

い
う

。
彼

は
、

南
遷

先

の
江
西

省

に

て
、
形

勢
学

派

と
呼
ば

れ

る
風

水
術

の
流

派
を

切

り
開

い
た

人
物

と

し

て
知

ら

れ
る
。

そ

の
後

、

南
宋

期

(
一
三
世
紀
)

に
、
王

仮

〈
お
う
き
ゅ
う
〉
と

い
う

人
物

が
福

建
省

に
て
理
気

学
派

を
切

り
開

き
、

そ

れ

に
伴

っ
て
両

者

は
時

に

は
結
び

つ
き
な
が

ら
中

国

の
民
間

に
流

布

し

て

い

っ
た

と
さ

れ
る

[切
幻
d「d「フ
「　bO
O
O
q◎
"　
N
"
り
]。

　

客
家

の
風
水

に

つ
い
て
は
今

ま

で
、

一
部

の
例

外

を
除

け
ば

、

日
本

や
欧

米

の
研
究

者
だ

け

で
な
く

、
中

国

の
風
水

研
究

者

で
す

ら
、
着

目

　
　

　

　
　

　

　
　

　
(7
)

す

る

こ
と

が
少

な

か

っ
た
。

そ

の
研
究

の
大
多
数

は
、

む
し

ろ
客
家

学

と
呼
ば

れ

る
学

問
領

域

に
よ

っ
て
、

特

に
中

国
大

陸

の
客

家

学
者

(以

下

「
中
国
客
家
研
究
者
」
と
簡
称
す
る
)

に
よ

っ
て
担

わ

れ

て
き
た
。

　

で
は
、

な
ぜ
中

国

客
家
学

者

が
客
家

風

水

の
研
究

に
積

極
的

で
あ

る

の
か
。

こ

の
問

題

の
詳
細

は
後

述

す
る

が
、
中

国
客

家
学

は

、
客
家

風
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ω

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　　
　

水

の
歴
史

、
哲

学
論

理
、

生
態

の
み
な

ら
ず
、

現
代

の
実
践

に
至

る

ま

で
幅

広

く
研
究

し

て

き
た
。

だ
が

、
客
家

風

水

に
関

す
る
研

究

テ
ー

マ

が
多

様

で

あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

こ
れ

ら

の
先
行

研

究

の
多

く

に
は
1

決

し

て
全

て
で

は
な

い
が
1

特
定

の
共

通
認

識

が

あ

る
。
す

な

わ

ち
、

「
風
水

術

は
古
代

中

原

の
先
進

文
化

で
あ

る

か
ら
、

中
原

か
ら
南
遷

し
た

客
家

は
当

然

そ
れ

を
受

け

継

い
で

い
る

は
ず

で

あ

る
」
と

い

っ

た
認

識

で
あ

る
。

こ

の
認

識

は
、

具
体

的

に
は
次

の
三
点

に
集
約

さ

れ

る
。

　

第

一
に
、
中

原

か
ら
風

水

術
を

民
間

に
も

た
ら

し

た
先
述

の
楊

笏
松

は
客

家

人

で
あ

る
、

と
中

国

客
家

学

の
先
行

研
究

は
述

べ
て

い
る
。

た

と
え

ば
、

中

国
客
家

学

の
始
祖

と
し

て
知
ら

れ

る
羅
香

林

〈
ら

こ
う
り
ん
〉

は

「
楊

笏
松

…

が
度

州

(今

の
鞍

州
市
寧
都
県
)
に
南

遷

し
た

時
代

は
、

客
家

の
第

二
次
南
遷

運

動

と
完

全

に
合

致
し

て

い
る
」

[
一
九
九

二

"
一
七
四
]
と
述

べ
て

い
る
が
、

一
九
九

〇
年

代

以

降
、

楊
笏

松

が
客

家

人

で
あ

る
と
す

る
論

は
、
頻

繁

に
論
壇

に
登
場

す

る
よ
う

に
な

っ
て

い
る

[羅
勇
　

一
九
九
七

H
一
一
五
、
胡

　
二
〇

〇

一
、
李

・
柳

　
二
〇
〇

四

二

四
九
、
李

・
温
　

二
〇
〇
七

"
一
〇
九
]
。

中
国

客
家

学

は
、

こ

の
よ
う

な
歴
史

像

の
構
築

を

通
し

て
、

客
家

が
中

原

の
風
水

術

を
継

承

・

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　　
　

発
展

さ

せ
た
支

族

で
あ

る

こ
と
を
強

調

し

て

い
る
。

　

第

二
に
、
形

勢
学

派

の
始
祖

で
も
あ

る
楊

笏
松

が
客

家

で
あ

る
と

い
う
前

提

に
基

づ

き
、
先

行

の
諸
研

究

は
、
客

家
地

域

で

は
形
勢
学

派

が

盛
行

し

て

い
る
と

主
張

し

て
き

た
。
形

勢
学

派

の
風
水

術

は
具
体

的

に

は
、

「龍

」

(山
脈

の
流
れ
)
、

「
局
」

(人

工
環
境

を
直
接

と
り
ま
く
草
木
)
、

「
水

」

(人
工
環
境

の
前
方
に
あ

る
川
や
池
)
、

「
穴

」

(山
方

か
ら
流
れ
て
き
た

「
気
」
が
集

中
す
る
地
点
)
な

ど

の
形

状

や
配

置

を

判
断

す

る
術

に
長

け

て

い
る
。

そ
れ

ゆ
え

中
国

客
家

学
者

は
、

こ
れ
ら
形

勢
学

派

の
術

が
客

家
地

域

で
ど

の
よ
う

に
用

い
ら
れ

て

い
る

か

に
着

目
し

て
き
た

[羅

香
林
　

一
九
九

二

"
一
七
五
、
謝
　

二
〇
〇
六
、
周
　

二
〇
〇
六

"
六
七
ほ
か
]
。

　

第

三

に
、

客
家

の
古

建
築

に
は
、
中

原

か
ら
継

承

さ
れ

て

き
た
風
水

の
哲
学

論

理
が
豊

富

に

み
ら
れ

る

こ
と
を
強

調

し

て
き

た
。

そ

の
例

と

し

て

よ
く

挙
げ

ら

れ

て

い
る

の
が
、
客

家

古

建
築

で
あ

る
囲

龍

屋
、
土

楼

、
囲

楼

の
な

か

に
、

古

代
中

原

の
文

化

的

記

号

で
あ

る

「
天

人

合

一
」
「
陰

陽

五
行
説

」

「
伝
統

中
軸

線
」

な

ど
が
表

れ

て

い
る

と
す

る
論

で
あ

る

[陳
　

一
九
七
八

"
三
四
三
、
房
　

二
〇
〇

=

二
四
-

二
五
、
程

二
〇
〇
二

"
七
七
、
江
　
二
〇
〇
四

"
=

六
-

一
二
六
]
。

こ
う

し
た
記

号
論

的

ア
プ

ロ
ー
チ

は
、

客
家

学

に
よ

る
客

家
風

水

研
究

の

一
大

傾

向

と
な

っ
て

い
る
。

　

以
上

の
よ
う

な
、
中

国
客

家
学

の
先

行

研
究

の
基

本
的

考

え
方

は
、
梅

州
市

の
古

建
築

で
あ

る
囲
龍

屋

の
解

釈

に

つ
い
て
も
展

開

さ
れ

て
き
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写真1囲 龍屋の全体写真

た
。

で
は
、

そ

の
説

を
紹

介

す

る
前

に
、
囲

龍
屋

の

一
般
的

特
徴

に

つ

い
て
説
明

す

る
と

し
よ

う
。

　

3
　

客

家
学

に
よ

る

囲
龍

屋
風
水

の
諸

研
究

　
①

囲

龍

屋

の
建

築
構

造

　

囲
龍

屋
は

、
北
京

の
合

院
式

、
陳

西

省

の

ヤ
オ

ト

ン

(窪
洞
)
式
、

広

西
チ

ワ

ン
族

自
治

省

の
ガ

ン
ラ

ン

(秤
欄

)
式

、
雲

南
省

の

一
穎
印

式

と

並

ぶ
、
中

国

五
大

民

居

の

一
つ
で
あ

る

[葉

　
二
〇
〇

〇

"
二

三
]。

ま

た

、
土

楼

(円
楼
)
や
囲

楼

と

と

も

に
並

び

称

さ

れ

る
、
代

表
的

な
客

家
古

建
築

の

一
つ
で
も

あ

る

(写
真

1
参
照
)
。

囲
龍

屋

は
、

そ

の
絶
対

的
多

数

が
梅

州
市

の
管
轄

内

に
分

布
し

て
お
り
、

梅
州

市

の

管
轄

外

で
は

河
源
市

、

龍
岩
市

、

潮
州

市

に
わ
ず

か
に
分
布

し

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

　
図

2
を
見

れ
ば
分

か
る
よ

う

に
、
囲

龍
屋

の
内

部

に
は
複

数

の
部
屋

が

あ
り
、

全
体

的

に
楕

円
状

に
な

っ
て

い
る
。
中

堂
聞

【ゾ

ン
ト
ン
ギ

ャ

ン
】
、
横

屋

問

【
ワ
ン
ウ
ー
ギ

ャ
ン
】
、
囲

龍
間

【ウ

ィ
ロ
ン
ギ

ャ
ン
】
に

は
、

伝
統

的

に
は

同
じ
宗

族

の
者

が
居
住

す

る
。

囲
龍

屋

は
、
規

模

が
大

き

け

れ
ば

三
〇

〇
余
名

、

規
模

が
小

さ

く

て
も
数
十

名

の
者
が

住

め

る
構

造

に
な

っ
て

い
る
。

　
囲

龍

屋

の
中

央

部

に
あ

る
上

庁

【
ソ

ン
タ

ン
】
、
中

庁

【ゾ

ン
タ
ン
】、

下

庁

【
ハ
ー
タ

ン
】
は
、

居
住

者

た

ち

の
公

共

の
場

で
あ

る
。
上

庁

に
は



7Z　 客家風水の表象と実践知

暴

漸

囲間

龍

化 胎

玉方玉土箆禅

土地
R　 ,　'

上庁

横屋閏

ヲ耕

申庁

耕

下庁

井 戸 ・ 禾 坪

蹴

図2　 囲龍屋の建築構造
















































